	会議名
	2024年度　全国自立援助ホーム協議会運営役員会　第10回

	日時
	2025年　1月8日（水）13：30～16：20
	場所
	オンライン

	出欠

敬称略
	出：串間・川口・本間・前川・赤坂・江頭・鎌原・國分・関口・恒松・野原・内藤

	
	欠：合木

	〇会長挨拶
・法改正の影響、動向に注視する一年だったかと思う。各自治体の社会的養育推進計画の動向も気になる。地域間格差が大きくならないよう協議会として対応されたい。


	１，全国大会について

	○福岡大会
・収支報告…支出について確認。会場費が当初予算を100万円程超。
　　　　　　収入を事務局で入力して決算、後援者に送付。

	○大阪大会
・進捗共有。
・総会時に要綱発出できるように準備進める。
・分科会について提案あれば事務局まで。


	２，ホーム長研修・総会

	○2025年4月24、25日　於：ヒルトン名古屋
・24日　ホーム長研修
10:00～18:00　研修（SV、運営・行政説明、メンタルヘルス、第三者評価）
→第三者評価の講師が未確定。

19:00～21:00　意見交換会
→費用が一人あたり12,000円程と高額になる見込み。
○意見交換

・今後も会場費の高騰が予測されるため、支援金等の検討が必要か。
→Ⅱ型の参加も想定しており、こ家庁から費用面の助成もらえないか。
→開催地の観光協会の助成金は対象となるか。
・Ⅱ型への周知はこ家庁、全養協に依頼。
・1ホームにつき最大2名（次期ホーム長候補者）の参加を認める。

・25日
　10:00～12:00　総会
　朝日新聞厚生文化事業団からのインフォメーションを予定されたい。



	３，各委員会より

	○三役
・協議会に法人単位での入会を検討されたいという意見あり。ホーム毎に入会するメリットを感じられるような活動を模索していく必要あり。
・協議会法人化について、FH協議会の事務局長との顔合わせを調整。
・JaSPCANについて、協議会単位での入会はあまり有効でなさそう。

・1月15日にブロック長会議を開催。運営役員、ブロック長の改選について周知。事業報告と会計報告作成依頼。

・山本かなえ氏と児童手当や私的契約等について意見交換。
　特に児童手当の取り扱いについてはトラブルが起こらぬよう注意されたい。
ブロック長会議でも議題にし、ホーム長研修の行政説明時にも触れてもらう。
○制度政策
・要望書（案）を確認。意見交換。
・処遇改善ⅢⅣは馴染まないか。Ⅱは個別対応職員も配置でき、該当するか。
・意見聴取の機会→意見表明権の保障がしっくりくるか。
・事務職員配置加算→事務量の調査必要。
・私的契約の減算に関する要望は矛盾が生じるのではないか。休日夜間緊急支援事業等の既存事業を柔軟に実施できるよう求める方が有効か。
・今後地域支援に注力したい方向性については異論なし。重点要望には挙げず、意見交換の際に意向伝えても有効か。
○調査研究
・ホーム人数調査…個別対応職員、利用料についての調査を加えた。
　　　　　　　　　1月中旬には発出・1月末回答〆切。2月中旬までに未回答ホームからも回収するのが望ましい。
・統計班…職員のストレスチェック。相互連携について児家セン協議会と意見交換予定。
　　　　　児相調査で地域の中での高齢児童に関するニーズ調査をしたい。
・実態調査…来年度以降は協議会負担で実施。
○研修

・新規ホーム：38名、新任スタッフ研修：65名で申し込み〆切。
・スタッフ研修（広島）は本日時点で20名も申し込み。
・来年度の研修についても早めに計画を立てている。
○広報
・3月発行のたよりについて制度政策委員会と合同協議。
・3月にzoom茶話会を企画。
○事務局
・来年度の役員、ブロック長の選出。それに伴い体制変更あれば事務居に報告されたい。
・各委員会の事業報告と事業計画について準備されたい。


	次回
	　日時：2025年　2月12日(水)　13:30～17:00　場所：オンライン


